
 

令和３年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立雪谷小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・個々に１年生はアサガオを育て、２年生は冬の野菜を育てた。植物の成長を観察する中で、

大きく育つ様子に気付いたり、花が咲いたり実がなったりすることを喜んでおり、意欲の向

上を図ることができた。 

・自分の成長を振り返る活動では、身体の成長に加えて心身の成長にも視点を向けさせた。家 

庭の中での役割を自覚させたり、もっとやってみたいことなどを考えさせたりする中で、家 

族や友達などと関わって生活していることについて考えることができた。 

 

（２） 課題 

・新型コロナウイルス感染症拡大予防の観点から、１、２年生の交流活動ができなかった。年 

度当初に行う学校探検や、昨年度に行ったおもちゃづくりの発表会ができなかったのが残念 

であった。交流活動ができるような状態になれば、異学年での交流を行いたい。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生き物や植物との関わりを

通して、生命をもっている

ことや生長していること、

また、上手に世話ができる

ようになった自分自身の

成長に気付くことができ

るようにする。（指導計画、

授業構成） 

・１年生との関わりをもち、

優しく接することができ

た自分の成長や、２年生と

して役割が増えたことに

気付くことができるよう

にする。（指導計画） 

・体験活動に重点を置いたこ

とで、個人での気付きを全

体で共有できなかったた

め、それぞれが書いた学習

カードの内容を共有する

時間を設ける。共通点に気

付いて、理解を深めること

ができるようにする。(授

業構成) 

・栽培活動や観察活動を通し 

て気付いた植物や生き物

の成長や変化について、自

分なりにまとめたり、表現

したりする活動を充実さ

せる。また、それを友達と

共有させ、新しい気付きに

つなげたり、より良い接し

方を考えさせたりする活

動を工夫して行う。（指導

計画、授業構成） 

・観察活動では、観察の視点

を明確にして、児童が気付

いたことや自分の思いを

表現しやすくする。（指導

計画） 

・動くおもちゃを作る活動を 

通して、児童が楽しく遊べ

るように、ルールや約束の

工夫を考えさせるように

する。（指導計画） 

・自分自身の生活や成長を振 

り返る活動を通して、自分

ができるようになったこ

とを友達に伝え合ったり、

自分の役割を増やしたり

して、これからの成長への

願いをもって意欲的に生

活しようとする。（指導計

画、授業構成） 

・体験的な活動をできるだけ 

多く設定し、たくさんの気

付きに触れることができ

るようにする。（指導計画） 

・身近な自然・地域に目を向

け、自分たちの生活を工夫

したり楽しくしたりする

ことができるように、継続

的に観察を行ったり、自分

たちの生活や成長につい

て振り返ったりする機会

を設ける。（指導計画、授

業構成） 

 



３ 今年度授業改善プラン成果と課題 

（１）成果 

 ・年度当初に行う１年生との学校探検は、今年度も感染症対策の為、実施できなかったが、

２年生が校内の紹介動画を作成し、それを１年生に見せることで交流を図ることができた。直

接の交流はできなかったものの、活動することができたのは大きな成果だった。 

 ・学習後の表現、情報共有について、絵や紙芝居、ペープサート、クイズなど、様々な方法

の中から選択して、自分たちの考えたことやまとめたことを発表することができた。 

 ・栽培活動については、今年度は１学期から実施することができ、満足に活動することがで

きた。観察カードだけではなく、同じ植物を育てたグループで掲示を作成することを通して、

お互いの気付きや観察の視点を共有することができた。 

 ・校外学習を通して、自然と触れ合うこと（ネイチャービンゴやどんぐり拾い）ができた。

また、それをリース作りに活用することもできた。 

 

（２）課題 

 ・感染症対策により、１、２年生の直接の交流が今年度もできなかった。代表児童など、ご

く少人数の児童のみの関わりとなってしまったので、実施ができるようになれば活動を増やし

ていきたい。 

 ・２年生の自分の成長を振り返る単元で、家庭環境への配慮などの点から情報共有をしたり、

友達と話し合ったりすることの指導が難しかった。個人での振り返りが主な活動となったので、

指導の工夫が必要だと感じた。 

 

 

 

 


